
琉球大学学術リポジトリ

藤山・ダレス会談 1958(昭和33)年9月11日

言語: Japanese

出版者: -

公開日: 2024-11-27

キーワード (Ja): 日本政府沖縄関連文書,

安保改定関連文書 1955-1959、情報公開請求により入手

キーワード (En): GOJ documents related to Okinawa,

Documents related to the Revision of the U.S.-Japan 

Security Treaty obtained by the access requests

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24564/0002020852URL



• • 9 ..鼻

秘密指定解除
情報公開室

-= 

．． ． -
;l極秘
兼期棋

『． ／部C)内
（号

／
ヽ

．
 

．
 

..、

.、

米

国

側

ダ

レ

ス

国

務

長

官

、

マ

ッ

ク

ア

ー

サ

ー

大

使

、

ロ

パ

ー

ト

ソ

ン

国

務

次

官

補

、

ス

プ

レ

イ

グ

国

防

次

官

補

、

レ

ム

ニ

ッ

ツ

ア

ー

陸

軍

参

謀

副

長

、

ラ

イ

ソ

ハ

ル

ト

国

務

省

参

事

官

、

・

ハ

ー

ソ

ン

ス

副

国

務

次

官

補

、

モ

ー

ガ

ン

政

策

企

画

委

員

、

バ

r
ソ

ン

ス

北

東

ア

ジ

ア

局

長

、

マ

ー

チ

ン

日

本

課

長

、

ハ

ウ

国

防

省

安

全

保

障

局

日

本

課

長

、

出

席

者

日

本

側

藤

山

大

臣

、

朝

海

大

使

、

森

米

局

長

、

嵩

内

参

事

官

、

東

郷

米

保

長

日

時

昭

和

三

十

三

年

九

月

十

一

日

於

国

務

長

官

会

議

室

文
書
課
記
録
公
開
審
査
室
注
~
「
日
米
外
交
関
係
雑
集

•

藤
山

．外
務
大

臣

・

在

京

米

大

使

（

米

国

要

人

を

含

む

）

会

談

録

」

(
A
、
l
4
-
l
-
I
3
)

に

収

録

さ

れ

た

本

文

書

は

劣

化

が

激

し

く

、

平

成

二

年

一

月

、

可

、能

な

限

り

判

読

の

上

、

改

め

｝て

ク

イ

プ

し

た

も

の

で

あ

る

日

藤

山

大

云
H•

. 

九

月

＋

ダ

レ

ス

国

務

長

官

会

談

録

安

川

参

事

官

、

午
後
二
時
五
分

l
_
＿
一
時
五
十
五
分

. -
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ダ

＞

ス

長

官

結

構

で

あ

る

。

先

づ

御

話

を

承

り

度

し

。

惰
勢
）

も

入

つ

て

来

る

こ

と

も

あ

る

べ

し
。

藤

山

大

臣

の

議

事

は

如

何

進

め

る

べ

き

か

。

危
し
，

議

題

第

二

を

採

り

上

げ

｛

喜

其

の

話

の

内

に

議

題

一

ダ

し

ス

長

官

つ

い

て

話

合

い

、

．斎
ば
し

を

試

み

／

る

、

考

え

て

来

訪

し

た

。

議

題

第

二

f

迎

す

る

。

日

米

両

国

の

た

め

の

会

談

の

為

来

訪

さ

れ

た

こ

と

を

衷

心

昨

年

九

月

の

貴

大

臣

来

訪

、

又

遡

っ

て

岸

総

理

の

来

訪

を

想

起白
ー
茫
↑
4

チ
糸
ィ
ド
d

イ
ゼ
ン
ハ

~

ウ
ワ
ー
会
談
は
、
日
米
関
係
の

／

〔
n

．
ヒ
ー
・

一
↑
岸

1. 

戸
戸
工
竺
印
し

甲
に
っ
よ

u

ふ
却
非
江
不
可
桁
四
〖
．
係
を
樹
立
し
た
歴
’
史
的
重
要
性
を
有
す
る
も

先

般

総

選

挙

に

於

て

与

党

は

勝

利

を

収

め

、

権

と

し

て

t

新

に

発

足

し

た

。

此

の

機

会

に

日

米

関

係

の

基

本

的

問

題

に

閤
L
L

危
ミ

干
↓
T
1ー
不
癬
ー
明
iー
に
ー
つ
ー
去
T
判
ー
幸
叩
木
ー
可
rや年ー〕
I

岸

訪

米

以

来

の

ホ

ー

（

安

全

保

障

調

整

）

藤

山

大

臣

の

で

あ

ダ

レ

っ
た
。

ス

長

官

、ヘ

国

際，

が

最

も

重

要

と

思

う

が

本

日

岸

政

権

は

長

期

政

歓
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是

正

を

試

み

る

ペ

共し国

にこ民
漸 日lの

次 本 意

進の思

国ん自に

際で衛も

社居力推

会り育・移

に： ・（成が

於漸＇はあ

けく財っ

る軍政た

地隊的゜

位と制

もし 約

米てよ

国 ・の り

の 機 遅

援能れ

助をて

を有 は

得すい

て る る

）^段が
逐 階 ？ 、

次に量

向達質

上

し

、

し

て

来

た

。国

一

●

加

盟

も

嚢

に

実

現

し

た

。

自

主

独

立

で

あ

る

と

の

気

持

を

持

ち

度

い

の

で

あ

る

。

対

米

協

調

の

気

持

で

あ

る

こ

と

は

り

ー
選

挙

の

結

果

を

見

て

も

判

る

通

り

で

斯

る

立

湯

か

ら

現

行

安

保

条

約

を

見

る

と

国

民

感

惰

を

乙

即

へ

戟

す

る

故

ーに

米

国

と

の

協

調

を

深

め

て

行

く

上

に

も

現

行

条

約

を

改

正

し

或

は

り

何

等

か

の

調

整

を

試

み

る

．ペ

総

理

も

昨

年

話

さ

れ

た

が

、

う

点

も

あ

り

、

今

度

改

め

て

話

し

度

い

。

．
例

え

ば

叫

l

現

行

条

約

は

り

米

韓

り

米

比

の

安

全

保

障

取

極

に

比

し

て

A
ー

自

主

性

が

な

い

と

云

左

様

な

感

じ

を

国

民

が

抱

く

と

す

れ

ば

A
／

日

米

関

係

の

為

ぷ

i
.-

要

素

が

あ

る

。

あ

る

。

き

で

あ

る

。

藤

山

大

臣

安

保

条

約

は

、

き

段

階

に

あ

る

と

思

う

。

岸

国

民

の

．八

0
％
は
、

国

民

感

惰

と

し

て

も

日

本

自

体

が

斯

る

背

景

の

下

に

話

合

い

を

試

み

度

締

結

以

来

数

年

を

閲

し

、

其

の

間

国

内

の

事

情

、
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し‘

来

る

と

し

て

、
‘
え
ら
・

れ

て

る

も
の

話

で

あ

る

。

の
で
~
な
く
、安

保

条

約

は

勿

論

恒

久

的

の

も

の

条

約

自

身

暫

定

的

な

も

の

で

あ

る

と

言

っ

と

し

て

考

T
O
 C
H
A
N
G
E
 
I
T
 

で

あ

る

。

い

も

の

が

出

の

で

あ

る

が

、

条

約

の

F
A
T
H
E
R
 

N
O
T
 S
O
 D
E
V
O
T
E
D
 A
S
 T
O
 B
E
 U
N
W
I
L
L
I
N
G
 

勿

論

改

め

る

か

ら

に

は

が

よ

り

よ

と

し

て
、

て

与

え

ら

れ

た

目

的

つ

た

交゚

渉

当

事

者

と

し

安

保

条

約

が

与

え

ら

れ

た

条

件

の

下

に

於

っ

R
・
為
付

、
役

に

立

づ

、

た

と

云

う

点

に

満

足

を

覚

え

る

も

て
、

ダ

レ

ス

長

官

（

暫

時

熟

考

の

後

）

自

分

は

安

保

条

約

の

交

渉

当

事

ギ

Q

で

あ

り

度

し

。

基

本

的

な

考

え

方

で

あ
る
が
‘
（
ダ
レ

ス

深

く

首

肯

せ

り

）

基

礎

の

上

に

置

く

と

云

う

こ

と

が

最

も

望

ま

し

い

。

之

が

か

日

本

政

府

の

何

等

貴

見

を

承

て

充

分

論

議

を

尽

し

、

の

方

法

と

し

ヽ

ー

i

ほ

其

儘

と

し

て

り

補

助

・的

取

極

で

個

々

の

方

法

が

あ

る

。

右

何

れ

も

技

術

的

に

は

種

ぐ

．

は

●

総

理

も

言

．わ

れ

る

通

り

、

神

と

し

新

条

約

を

作

り

、

之

を

通

り

超

え

て

h

日

米

関

係

を

真

に

安

定

し

た

国

会

等

に

於

つ

て

々

研

究

を

要

す

る

が

、

の

問

題

を

解

決

し

て

行

く

か

下

是

正

て
は
、

新
条
約
か
、
現
行
条
約
改
正
か
、

精

の

．三

又

は

現

行

条

約

＇ヽ 
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に

於

て

仄

宣

伝

に

努

め

て

い

る

が

、

核

兵

器

の

生

産

や

軍

備

制

限

に

は

決

＇

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

ソ

連

は

ー

S
I
N
G
L
E
 
I
T
E
M
 O

F

 D
I
S
C
O
N
T
I
N
U
I
N
G
 
T
E
S
T
 

様

な

如

何

な

る

努

力

に

対

し

．て

も

S
T
U
B
B
O
R
N
 U
N
W
I
L
L
I
N
G
N
E
S
S
 

米

国

も

外

務

大

臣

が

言

わ

れ

た

様

に

K

、

事

態

は

変

た

と

云

う

見

解

に

同

意

す

る

用

意

は

あ

る

。

条

約

の

前

文

は

ん

日

本

は

自

衛

の

為

ダ

漸

進

的

に

責

任

を

負

う

云

々

と

言

っ

て

い

る

が

、

条

約

の

予

想

す

る

其

の

方

向

に

変

っ

て

来

て

い

・
な

o

•• 

了

米

国

は

日

本

の

今

迄

の

防

衛

勢

力

を

A
D
E
Q
U
A
T
E

と

は

思

っ

て

い

な

い

が

、

然

し

戸

日

本

に

も

財

政

的

が

ヘ

制

約

が

あ

る

こ

と

は

了

解

し

て

い

る

。

然

し

、

日

本

が

マ

キ

ジ

マ

ム

迄

や

っ

た

と

し

て

も

、

現

下

の

世

界

惰

勢

の

下

に

於

は

、

米

国

を

含

む

如

何

な

る

国

も

友

邦

と

の

相

互

依

存

の

関

係

な

し

に

を

確

保

す

る

こ

と

は

出

来

な

い

。

米

国

は

軍

縮

が

成

立

望

み

、

現

在

も

望

ん

で

い

る

が

、

其

の

見

透

し

は

極

め

て

自

由

諸

国

の

共

同

防

衛

は

是

非

と

も

必

要

で

．あ

る

。

で

あ

ろ

う

と

言

わ

れ

た

が

、

現

在

D
I
S
T
U
R
B
I
N
G
 B
A
S
I
C
 
F
A
C
T
 

は
、

9•

国
際
惰
勢

む

つ
か

ヽ

し

く

大

臣

す

る

こ

と

を

独

力

で

安

全

て て

い
る
。

は
ヽ

の

話

も

出

る

ソ

連

が

軍

備

を

縮

少

し

核

兵

器

を

な

く

す

る

つ

を

示

し

M
O
S
T
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ヤ
‘
を
必
要
と
考
え
る
。

而

し

て

同

時

に

日

本

が

G
E
N
U
I
N
E
 
I
N
D
E
P
E
N
D
E
N
C
E
 

持

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

米

国

は

日

米

間

の

D
E
P
E
N
D
A
B
L
E
 
R
E
L
A
T
I
O
N
S
 

諸

国

は

抑

制

力

と

し

て

共

通

の

目

的

に

充

て

ら

れ

る

ぺ

き

力

の

プ

ー

ル

で

あ

を

為

め

に

は

爪

ー

与

国

と

の

支

配

者

の

安

全

保

障

取

極

に

依

存

せ

ざ

る

を

得

な

い

。

自

由

、
す

る

以

外

に

道

は

な

い

。

如

何

な

る

国

も

自

ら

の

運

命

る

ソ

連

の

斯

る

力

の

威

嚇

に

対

し

て

は

、

自

由

諸

国

は

‘

A

／

団

結

し

て

対

抗

援

助

の

手

を

差

伸

べ

に

於

て

然

り

、

又

最

近

書

翰

も

核

兵

器

攻

撃

に

依

．り

バ

リ

米

海

軍

を

撃

滅

す

る

と

の

威

赫

を

含

ん

F
R
I
G
H
T
E
N
 

る

と

言

つ

た
か
ら
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

I
•O

の

核
'1

攻

i
亭
ーの

前

に

す

べ

く

、

ソ

連

は

A
l

何

時

で

も

中

．

共

に

核

い
る
。

現

在

の

台

湾

の

危

機

も

、

ソ

連

が

中

共

に

対

し

、

米

国

は

ハ

ゾ

ソ

連 で

に

然

り

、

レ／

ノ．＜

ノ

ン

の

大

統

領

宛

フ

）レ

シ

チ

ヨ

フ

押

付

け

よ

う

と

し

ス

工

ス・

の

際

に

然

り

、

傾

け

な

い

。

ソ

‘ヽ

_

d

・

連

は

，iY

核

兵

器

攻

撃

を

以

ぐ

｀

て

い

る

が

、

で

威

嚇

し

て

其

の

意

思

を

外

に

ッ

リ

ア

革

命

の

際

』

用

及

灯

兵

器

用

と

し

て

の

製

造

禁

止

に

努

力

し

て

い

る

が

、

ソ

連

は

耳

を

し

て

乗

つ

て

来

な

い

。

米

国

及

ぴ

其

の

与

国

は

、

核

分

裂

物

質

の

平

和

利
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云

う

場

合

に

の

方

法

あ
る
。
（
そ
飼
四
イ
ぶ
”
)

）
 

中

共

”

ソ

安

全

保

障

問

題

置

く

見

地

よ

度

し

。

藤

山

大

臣

次

第

で

り

日

本

側

の

考

え

も

容

れ

に

関

し

、

問

題

は

明

日

て

検

討

す

る

御

考

な

の

議

題

で

＼

ー

）

米

側

が

ヶ

日

米

関

係

を

安

定

る

こ

と

は

し

た

基

礎

連

の

採

り

上

げ

る

こ

と

と

し

は

叶

他

ヴ
9

し

て

置

く

O
'
)
 

E
X
P
L
O
R
E
 
T
H
A
T
 
P
O
S
S
I
B
I
L
I
T
Y
)
 

尤

も

若

し

を

と

る

と

云

う

こ

と

は

リ

ザ

此

の

方

法

が

困

難

で

あ

る

と

性

を

探

求

す

る

用

意

が

あ

る

-us I
S
 Q
U
I
T
E
 
P
R
E
P
A
R
E
D
 
I
N
 P
R
I
N
C
I
P
L
E
1
T
O
 

ま

し

い

と

の

御

意

見

を

述

べ

ら

れ

た

が

、

米

国

は

刈

／

原

則

的

に

其

の

可

能

に

H
A
P
P
Y
 し

て

、
で

あ

る

。

大

臣

は

つ

の

方

法

の

内

の

第

の

方

法

が

最

も

望

に

非

ず
S
E
C
U
R
I
T
Y
 
R
E
L
A
T
H
O
N
S
H
I
P
S
、
｀

字
j

碑
i

学
心
す
ノ
ス
3

貴

大

臣

の

問

題

が

斯

る

関

係

す

べ

之

を

如

何

に

し

て
グ

E
V
O
L
V
E

き

や

に

在

る

こ

と

は

誠

に

H
A
P
P
Y
 

で

あ

り

、

-り

以

上

を

必

要

と

す

る

や

否

や

こ

と

を

欲

じ

之

を

尊

重

す

る

も

の

で

の

観

点

よ

り

、

米

国

と

し

て

を

欲

し

、

あ

る

。

は

ヽ

M
A
S
T
E
R
 O

F

 I
T
S
 
O
W
N
 D
E
S
T
I
N
Y
 

て

居

ら

れ

る

こ

日

本

政

府

が

米

国

と

M
U
T
U
A
L
 

と

た

ら

ん

と

欲

す

る

な

ら

ば

固

よ
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、ヽ

丙

の

行

動

の

み

に

限

●

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

b

日

本

自

身

で

始

末

出

来

る

と

云

う

こ

と

に

な

日

本

と

し

て

は

、

法

の

範

囲

内

で

米

国

の

防

衛

耐

力

を

援

け

る

と

云

う

こ

と

は

0
／

当

然

と

考

為

た

だ

意

法

の

制

約

が

あ

る

¥
J＼
め
、

協

力

と

迄

は

行

け

な

い

か

も

し

れ

な

い

。

か

ら

り

自

衛

隊

に

よ

る

直

接

行

動

は

り

日

本

が

攻

撃

さ

れ

た

場

合

の

日

本

し、

米

国

の

考

え

る

様

な

完

全

な

即

ち

メ
＇

海

外

派

兵

が

出

来

な

、4

ヽ

え

る

カ

っ
た
。

と

云

う

点

が

あ

る

。

又
、

て

行

く

か

現

在

の

安

保

条

約

で

は

、

米

国

が

日

本

防

衛

の

義

務

を

負

っ

自

衛

隊

の

育

成

か

ら

し

て

A
J
国

内

の

騒

擾

は

・々

が

問

題

で

あ

る

。

甚

だ

満

足

な

り

。

国

だ

け

で

其

の

安

全

』

を

図

れ

る

国

は

な

く

、

日

米

共

同

安

全

保

障

体

制

を

止

め

ろ

と

云

う

考

え

は

、

共

産

党

や

一

部

左

翼

勢

力

を

除

い

て

は

存

し

な

い

。

問

題

は

刈

、
現

存

の

安

全

保

障

取

極

め

を

国

民

感

情

に

合

う

様

に

是

正

し

て

行

く

こ

と

が

，

4

日

米

共

同

防

衛

を

強

化

す

る

目

的

に

添

う

こ

と

と

な

る

の

で

あ

り

、

点

総

理

の

考

え

は

利

／

は

つ

き

り

し

て

い

る

が

、

悪

て．

し‘

な

Vヽ

技

術

的

に

如

何

に

組

立

て

現

下

の

世

界

情

勢

の

下

に

於

て

こ

の
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溢
R

の

み

な

ら

ず

｀

ダ

ー

国

民

感

惰

か

ら

し

て

保

守

党

も

極

め

て

神

経

質

で

あ

る

。

核

兵

器

持

込

問

題

は

少

反

対

て

貰

わ

な

け

れ

ば

困

る
。

継

続

し

て

差

糾

ニ
支

え

な

い

と

思

う

。

）
 

今

日

本

領

土

城
(
J
A
P
A
N

A
R
E
A
)

と

二

つ

．．
．

の

用

語

が

あ

域

と

云

え

ば

、

日

本

領

域

・

＇

及

び

防

衛

に

直

接

関

連

す

る

そ

j
 

¥
,
1
 
.. 

(
W
I
T
H
I
N
 
T
E
R
R
I
T
O
R
I
A
L
 L
I
M
I
T
S
)
 

自

分

の

尋

ね

た

す

る

考

で

あ

る

。

た

現場

行 合

安は

保 ．ヽ

条出

約来

下る た

の、-丈 .°

関け

係英[:h
をカ

作

戦

基

地

と

し

て

日

本

の

施

設

を

使

補

給

協

力

に

つ

い

て

ス

長

官

藤

山

大

臣

日

本

領

域

以

外

に

侵

略

が

起

ダ

し 等

は

含

む

も

の

で

あ

る

。

ダ

訳

で

あ

る

。

し

ス

長

官

つ

は
ヽ

つ

の

は

其

点

で

あ

る

。

よ

く

分

つ

藤

山

大

臣

日

本

領

域

並

び

に

艦

船

航

空

機

に

よ

る

領

海

外

に

お

．
け

る

護

送

の

附

近

を

含

む

た

が
ヽ

何

れ

で

あ

る

か

。

日

本

地

と

日

本

地
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、

‘

を

忘

れ

る

こ

と

は

出

来

な

い

。

・た

だ

つ

言

え

る

こ

と

は

、

れ

ば

勺

、
日

本

の

国

会

と

同

じ

く

米

国

の

議

会

で

も

種

々

問

題

が

あ

る

こ

と

か

に

コ

メ

ン

ト

す

べ

き

で

は

な

い

と

思

う

し

、

又

新

条

約

と

云

う

こ

と

と

ダ

レ

ス

長

官

止

さ

せ

る

こ

と

と

な

ろ

う

。

ぐ
／
話
餌
;

/

A

り
）

切

終

会

の

せ

よ

う 国

せ

る以 尚

条

約

に

期

限

が

な

り

装

備

が

協

議

さ

れ

る

と

条

約

に

書

い

て

あ

れ

ば

外

ー

国

民

は

安

心

す

い

と
＇
云

う

点

は

叶

米

国

が

日

本

を

永

久

に

隷

属

さ

と

云

う

印

象

を

与

え

て

好

ま

し

く

な

い

。

上

の

如

き

問

題

で

あ

る

が

｀

り

之

を

如

何

に

技

術

的

に

組

立

て

る

か

は

研

究

を

要

す

る

。

総

理

は

刈
I
技

術

的

に

出

来

る

な

ら

新

条

約

を

・

作

り

、

論

議

を

経

て

国

民

の

承

認

を

得

、

と

云

う

考

え

で

あ

り

、

を

多

と

す

る

。

以

て

日

米

関

係

を

安

定

さ

又

そ

う

す

れ

ば

0
／

条

約

を

釈

ど

．

る

論

議

は

貴

大

臣

の

御

話

並

び

に

本

件

に

関

す

る

日

本

政

府

．．
の

考

え

方

自

分

も

更

に

熟

考

し

バ

ー

又

国

防

当

局

と

も

よ

V
話

す

迄

俄

大

臣

の

申

さ

配

備
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冶

の

K) 

P
R
E
L
i
t
'
¥
I
N
A
R
Y
 
E
X
P
L
O
R
A
T
I
O
N
 

¥

I

 

に

よ

り

見

透

し

（
此

的

支

持

を

取

付

け

の

丘

邦

駅

；

は

新

条

約

も

条

約

改

正

も

同

じ

で

あ

る

）

が ．

立

っ
た
ら
？

（口）

次

し‘

で

”

上

院

領

袖

四

、

し
、

五

名

と

極

秘

裡

に

相

談

し

て

d
ー

其

の

原

則

S
U
B
S
T
A
N
T
I
A
L
 V
A
L
U
E
S
)
 

ヽ

つ

先

ず

り
／
行

政

府

内

で

米

軍

に

と

つ

て

/

実

質

的

に

役

に

立

つ

｀

喜

い

今

後

の

進

め

方

と

国

務

＾

国

防

両

当

局

で

A

大

臣

の

御

話

を

検

討

1

、

．
 

し

て

ー

う

こ

と

は

問

題

で

あ

る

が

、

問

題

で

あ

ろ

う

。

日

本

の

自

衛

隊

の

移

動

が

地

理

的

に

し‘

日

本

は

米

国

を

防

衛

す

る

と

云

う

O
N
E
-
S
I
D
E
D
 

条

約

に

基

い

て

バ

ー

取

決

め

た

ら

い

基

本

的

な

問

題

は

、

汰

、

臣

の

言

わ

れ

た

日

本

憲

法

即

ち

d
ー

米

国

は

日

本

を

防

衛

す

る

こ

と

コ

‘‘‘ 

ッ

し、ト

と す

云 ・る．

ぅ

の

制

約

の

結

果

、

れ

た

協

誤

事

項

は

、

i
‘
 

,1
 

』り

N

A

T

O

等

..... 

コ

‘̀‘ 

ッ

ト

メ

ン

ト

は

与

え

な

い

事

項

で

の

場

合

の

如

く

、

を あ

る

と

思

う

。

が
ヽ

条

約

に

書

き

込

む

よ

限

局

さ

れ

る

と

大

臣

の

言

わ

れ

た

補

給

支

持

及

施

設

使

用

は

i

茶
打
f
ぢ
で
あ
る
。
一

R
E
C
O

~N
I
Z
E
S
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国

民

に

特

に

米

国

と

あ

る

。

全
は
．

と

云

う

こ

と

と

し

だ

＼

く

へ

結

論

は

明

年

早

こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

[ i
尚
右
切
回
は
促
進

• q
Jて

日

後

早

目

に

話

を

始

め

ら

れ

る

）
 

の

段

階

で

は

、

？

機

密

保

持

が

特

に

必

要

．で

あ

る

。

は

分
、ー

出

来

る

、

叫

が

出

来

な

く

な

乙

↑

d

対

す

る

米

国

の

信

頼

の

自

分

の

今

迄

申

し

た

所

は

、

と

で

あ

る

。

を

続

け

よ

う

と

す

る

日

本

岸

総

理

と

日

米

政

府

並

び

に

自

由

諸

国

ーグ

知

ら

せ

て

置

か

な

い

内

に

プ

レ

ス

米

議

会

再

．開

迄

に

は

出

す

と

云

う

あ

ろ

う

。

に

洩

れ

る

こ

と

を

F
R
E
E
 A
N
D
 E
Q
U
A
L
 C
O
O
P
E
R
A
T
H
O
N
 

,．ー！

B
A
R
E
 T
E
S
T
I
M
O
N
Y
 

G
O
O
D
W
I
L
L
 

広

く

且

持

続

的

な

権

利

を

与

え

ら

れ

た

条

約

を

日

本

と

結

ん

,

．

、

し

米

国

は

条

約

●

の

権

利

よ

り

は

．Y‘

S
E
N
S
E
 O
F
 C
O
M
M
O
N
 
D
E
S
T
I
N
Y
 

で

い

る

。

然

現

在

米

国

は

ひ

ど

く

撫

う

も

の

で

ら

ぬ

中

に

洩

れ

て

又

議

員

は

、

予

め

本

件

今

可

能

性

も

分

十

月

で

し

を

つ

け

、

で

新

条

約

を

や

つ

た

方

・が

し‘

Vヽ

十

月

は

見

透

こ

と

に

な

れ

ば

す

せ

る

。

マ

ッ

そ

こ

々
ヽ

日

迄

に

ら
や
＼

ク

ア

ー

サ

ー

大

使

を

し

て

東

京

に

於

て

デ

イ

ノ

カ

ッ

シ

ョ

ン

を

行

わ
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ヽ
，

移
り
た
し
。
ぐ
'
-
蒻

、

多
'
.~
ク
ぶ
こ

米

国

が

其

処

迄

や

る

と

云

う

気

持

に

対

応

し

、

丈

け

の

責

任

を

覚

え

、

決

心

も

あ

る

次

第

で

あ

る

。

簡

単

に

他

の

問

題

に

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

る
。

藤

山

大

臣

日

米

紐

帯

の

強

化

は

叶

ー

岸

内

閣

と

し

て

真

に

重

視

す

る

所

で

あ

、¥’_／

自

分

の

提

案

は

、

形

に

於

て

は

＂

今

度

は

、

逆

心

へ

O
N
E
-
S
I
D
E
D

)

に

な

日

米

両

国

が

運

命

を

共

に

す

る

と

云

う

立

場

か

ら

；

岸

内

閤

と

し

て

も

松

ー
そ

れ

の

は

以

上

で

あ

る

。

利

よ

り

‘り／
精

神

的

紐

帯

を

尊

重

す

る

か

ら

で

あ

る

。

打£
公

か

ら

来

る

連

帯

関

係

を

尊

ぶ

も

の

で

あ

る

。

ら

見

れ

ば

A

条

約

上

の

権

利

義

務

の

点

で

米

国

に

大

き

な

禄

牲

を

求

め

る

も

の

で

あ

る

。

即

ち

う

、

現

，

に

米

国

が

条

約

上

有

す

る

権

利

を

放

棄

じ

、

而

も

条

約

上

充

分

な

代

償

な

し

に

米

国

が

新

に

大

き

な

義

務

を

負

う

こ

と

と

.） 

米

政

府

は

K

上

院

が

同

意

す

る

こ

と

を

期

待

し

つ

つ

”

い

る

の

で

あ

る

。

我

々

の

其

の

気

持

は

日

本

国

米

国

が

斯

く

す

る

所

以

は

、

．
法

律

的

権

今

自

分

が

申

し

上

げ

民

に

も

よ

く

分

つ

て

貰

い

．
た
い
。

の

で

あ

る

。

敢

て

之

を

五

文

了

っ

と

し

て

な

る

大

臣

の

御

提

案

は

A
.
、

米

国

か



.. -
•. . -

・: ：． ； -• 

・.-. 

問

題

等

も

沖

縄

軍

政

府

と

よ

く

調

整

す

る

必

要

あ

り

、

日

本

政

府

が

軍

政

を

作

ろ

う

と

云

う

意

図

は

毛

頭

な

い

。

G
O
O
D
 O
R
D
E
R
 

ダ

レ

ス

長

官

A
R
T
I
F
I
C
I
A
L
、
B
A
.
R
R
I
E
R

を

保

つ

尋

‘

め

り

経

済

る
。

関

す

る

ッ

ツ

ア

ー

大

将

の

骨

折

を

謝

す

ll
殊

に

経

済

的

に

に

出

来

る

こ

と

が

あ

れ

ば

刈

／

や

る

べ

は

沖

縄

、

は

戦

前

か

ら

本

土

の

援

助

を

得

て

や

の

で

当

面

経

済

援

助

も

必

要

で

あ

ろ

う

と

考

え

ら

れ

、

凡

て

斯

う

し

ゾ

い

と

云

う

こ

と

は

り

マ

‘

ッ

／ン及

し
て
行
き
¥
↑
く
、

あ

る

こ

と

を

分

っ

た

が
ヽ

ロ
． ，，，、

米

国

は

日

本

人

と

沖

縄

住

民

と

の

問

に

“

ー

ト

ソ
右

ン

次

官

補

、

レ

ム

の

事

惰

を

念

頭

に

置

い

て

貰

い

た

ク

ア

ー
サ
1

大
使
に
話
し

~
て
努
力

土

地

問

題

に

、
。

し

及

し

な

い

が

、

沖

縄

が

日

本

人

の

問

題

で

て

沖

縄

人

の

五

｝

め

今

後

も

日

本

と

し

っ

て

い

た

き

で

\,‘,

~ 

あ

る

。

あ

る

と

の

意

味

よ

り

日

本

と

し

其

の

結

果

は

今

回

の

選

挙

の

結

果

に

現

れ

貴

長

官

の

尽

力

を

謝

す

る

。

沖

縄

の
ぞ仄

て
貰
い
/
た
い
。

本

日

は

、

施

＼

政

権

返

還

の

問

題

に

は

言

此

の

機

会

に

問

題

は

が

、

九

千

万

日

本

人

の

問

題

で

て

い

る

。

藤

山

大

臣

先

般

沖

縄

の

土

地

問

題

が

解

決

し

て

関

係

者

は

非

常

に

満

足

し
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藤

山

大

臣

が

あ

る

。

に

よ

く

話

を

さ

れ

、

で
あ
っ

マ

た
,0 

ツ

ク

ア

ー

サ

ー

．
大

使

か

ら

聞

た

だ

、

の

更

に

帰

島

連

盟

の

人

達

も

納

得

し

て

く

れ

と

つ

て

い

る

立

場

を

受

け

容

れ

ら

れ

、

又

其

の

亭

情

を

帰

島

連

盟

の

人

達

ス

長

官

の

補

償

を

求

め

て

丈

助

け

迂

》

ク

レ

R
E
L
U
C
T
A
N.T
L
Y
 

に

、
。'
 

藤

山

大

臣恰，才

は

朕

＼

棄

し

な

い米

国委

は細し、

日はる現

本~) 0 在

政朝日の

府海本事

が大政態

・t)使府を

現ととよ

に国しく

米務て ．理

国 省/'は解
の政蘭、 • h)し

府で此‘

が話等生

し ・の活

て人を

賽、達助将
きをけ来

尋出 ・るの
／ 

い来泊ら帰

°るめ島

誠

に

多

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

昨

年

の

貴

大

臣

と

こ

と

を

お

話

し

た

こ

と

硲

主

霞

べ

え

て

い

る

。

金

額

は

刈

ー

実

は

F
R
I
G
H
T
E
N
I
N
G
 

米

国

．

の

法

制

の

問

題

其

の

他

も

た

こ

と

を

会

談

の

際

も

補

償

の

先

般

御

示

し

の

あ

っ

た

ヽ
ー
ノ

然

し

り

之

は

お

話

す

る

用

意

力i

ヽ

府

と

競

争

的

乃

至

対

立

的

に

な

る

の

は

困

る

5
り

日

本

政

府

の

御

考

は

い

ー

先

ず

り

マ

ッ

ク

ア

ー

々

に

調

整

さ

れ

る

，

こ

と

を

希

望

す

る

。

次

に

小

笠

原

で

い、あ

る

が

、

つ

て

内

帰

島

連

盟

の

人

達

は

、

サ

ー

大

使

に

御

連

絡

願

の
で
、

一

彦

調

整

を

完

う

す

る

ご、，た
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た

カ

哀

兵

器

持

込

問

題

は

川

／

国

民

感

情

、

刻

の

話

で

よ

く

分

っ

，

藤

山

大

臣

ダ

此

の

問

題

は

よ

く

検

討

し

た

。

C

級

全

部

に

付

jJ
最

終

的

に

解

決

し

得

る

と

思

う

が

、

さ

せ

る

こ

と

と

し

ぺ

5‘
・・し

。

最

後

に

核

兵

器

の

問

題

で

あ

る

が

、

結

局

は

に

記

に

含

ま

れ

る

問

題

で

レ

ス

長

官

、
o

し 何

と

か

盟
は

し‘

て

し‘

る

が
ヽ

国

会

等

の

関

係

も

あ

り

、

持

込

は

協 は

あ

る

が

、

委

細

は

東

京

で

話

（

三

時

五

十

分

）

安

保

条

約

の

問

題

は

糾

ー／
先

来

年

月

後

早

い

機

会

に

B
 

東

京

で

話

を

続

け

た

八と

＋は

余深

ー ・名 ＜ 

律が謝

に完す

解全る

決 に 所

すクで

るリあ言

様・アる希

ん）さ°望

希れたを

望る芦述

すの”)ベ
／ 

るが現迄t
次り 在し ．

第二の°.i 

で年儘嚢

‘先でに

に行 A

なく級

るとが

片

C 付

級 ‘い

のた

内こ

の
で
、

之

が

B
 

貫

し

て

共

産

勢

力

を

受

け

付

け

な

い

立

派

な

入

達

で

あ

り

、

を

喜

ば

せ

る

効

果

は

極

災

て

深

長

で

あ

る

点

も

見

落

さ

な

い

（
ク

ス

首

肯

せ

り

）

次

に

戦

犯

に

付

叶

／

一

レ

彼

等

で

貰

い

、送
、
い
。

精

神

的

苦

痛

も

あ

り

よ

く

考

え

て

貰

ぃ

ん

い

‘

‘

い

。

又

帰

島

連
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ヽヽ

し
。

が
ヽ

ダ

レ

ス

長

官

尚

プ

レ

ス

リ

リ

ー

ス

は

ロ

，

り

上

げ

る

こ

と

を

研

究

し

置

か

れ

た

い

。

.‘
 

ノ

軍

事

当

局

と

充

分

話

す

迄

待

っ

実

は

月

大

統

領

の

所

に

行

か

ね

ば

な

ら

ぬ

.9

伶
A

貰
ぷ
た
し
。

ー

ト

ソ

ン

安

保

委

員

会

で

や

る

こ

と

が

り

ー
適

当

で

な

て

貰

．ぃ

唸

い

。

．

、j
で
．
，
こ
こ

の

（

三

時

五

十

五

分

）

で

中

座

さ

せ

て乙ほ・

と

御

打

合

願

訴

・
・だ

．
 ヽ

と

は

言

わ

な

しヽ

藤

山

大

臣

今

即

答

を

求

め

る

訳

で

は

な

い

が

、

ダ

•し‘

東

京

で

安

保

委

員

会

で

と

議

事

項

と

す

る

こ

と

に

関

し

、

新

条

約

に

先

立

づ

芸

う

こ

と

に

し

、

ぐ

、

例

え

ば

り

東

京

で

安

保

委

員

会

で

発

表

す

る

と

云

う

様

な

こ

と

で

も

致

し

・峰
＼
し
。

レ

ス

長

官

之

は

新

し

い

問

題

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

か

ら

お

答

え

す

る

』

郎

に

よ

く

考

え

五

て
い
。

ヽ
ー
）

て
A
、

話

合

が

出

来

た

と

＇ヽ 
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以

下

E! 

疇

ノ‘

ト

ソ

ン

と

プ

レ

ス

こ
~
 

リ

リ

ー

ス

ヽ
ー
ー
ヽ
ー

付

打

合

せ

の

上

々

会

誤

を


